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であることが指摘されている（e.g., Bouton et al., 2001; 



















































上述した Watson & Rayner（1920）や Jones（1924）
の実験以後，不安症は当時主流であった精神力動的な説
明ではなく，CS と US の対呈示を経験することで刺激
に対する恐怖条件づけが生じた結果として形成されると
理解されるようになった（Hofmann, 2008）。特に Mow-
































































































ロッキングとは，初めに US と CS 1 の対呈示を行った
後，CS 1 と CS 2 の複合刺激に対して US を随伴させた
場合，CS 2 への CR 獲得が阻害される現象を指す。こ
の現象は「事前の学習歴」が CS 2 への条件づけを阻害
することを示している。また，潜在制止（latent inhibi-
tion）と呼ばれる現象も「事前の学習歴」が後の条件づ
けに影響を与える例の一つである（Lubow & Moore, 
1959）。潜在制止とは，US と CS の対呈示を行う前に











る。いくつかの研究（e.g., Mertens & De Hower, 2016; 






















た。 2 次条件づけとは，初めに CS 1 と US を対呈示し
た後に CS 1 と CS 2 を対呈示する手続きを指し，この手
続きによって US とは対呈示されなかった CS 2 に対し
ても CS 1 と同様の CR が生じるようになる（Pavlov, 

































た反応を減少させる技法である（Richard et al., 2006）。
曝露療法はパニック症，社交不安症，強迫症，PTSD お
よび薬物依存といった多様な精神障害に対して大きな介
入効果が示されており（Butler, Chapman, Forman, & 
Beck, 2006; Loeber, Croissant, Heinz, Mann, & Flor, 







が多い（Craske, Treanor, Conway, Zbozinek, & 
Vervliet, 2014）。近年ではヴァーチャルリアリティを利
用した曝露療法に関する研究も多く行われており（Pow-




















































行われている（Craske et al., 2012）。
消去による制止モデルは，US を呈示せずに CS を反












ては，消去手続きによって CS と US 間の連合強度は 0
となる，つまり条件づけ以前に戻ると考えられてきた





多くの研究で示されてきた（e.g., Bouton & Bolles, 1979; 













































ことが報告されている（Rodriguez, Craske, Mineka, & 





































のの，そのような研究は少なく（Mertens & De Hower, 
2016），今後の研究の蓄積が求められる。このような研
究が行われた実験の例として，直接的な消去手続きと同
様に，言語的に「CS と US は対呈示されない」とヒト
へ教示することによっても CR は減少すること，そして
直接的な消去手続き同様に文脈変化によって復元効果が




















った。例えば Blechert, Wilhelm, Williams, Braams, Jou, 
































（Powers, Smits, & Telch, 2004）。安全確保行動は従来
の曝露療法において介入効果を妨げる要因であることが
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